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まえがき 

本書を読み解く上でのキーワード 

「今昔物語集」に見る霊鬼 

はじめに 

１：鬼 

２：霊（リヤウ）と精（タマ） 

３：死 

４：モノ・物 

５：病（ヤミ） 

おわりに 

註 

付論１ 「今昔物語集」に見る霊木信仰と災害 

註 

付論２ 巻第二十「長屋ノ親王、罸（ウチテ）沙弥（シヤミ）ヲ感（カンゼ）ル 

現報（ゲンポウ）ヲ語（コト） 第廿七」 ～死の穢れの伝染と災異～ 

註 



付論３ 巻第二十四「行（ユ）キテ典藥寮（テンヤクノレウ）ニ治（ヂ）セル病 

（ヤマヒ）ヲ女ノ語（コト） 第七」 ～醫師と患者 １～ 

註 

付論４ 巻第二十四「嫁（トツギシ）蛇（ジヤ）ニ女ヲ醫師治セル語（コト）  

第九」 ～醫師と患者 ２～ 

註 

付論５ 巻第二十四「震旦ノ僧長秀、来（キ）タリテ此（コノ）朝（テウ）ニ被

仕（ツカハレタル）醫師（イシ）ニ語（コト） 第十」  

～渡来人医師と日本の医療～ 

註 
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